第 0.1版  西暦 2026年5月1日  （臨床研究に関する公開情報）  
  
聖マリアンナ医科大学病院では、下記の臨床研究を実施しております。この研究にカルテ情報を利用又は提供されることを希望されない場合は、2029年1月1日までに下記の「問い合わせ先」へご照会ください。またこの研究の計画、 研究の方法についてお知りになりたい場合にも、下記の「お問い合わせ先」までご連絡ください。なお、この研究に参加している他の方の個人情報や、研究の知的財産等、お答えできない内容もありますのでご了承ください。  
本研究は聖マリアンナ医科大学生命倫理委員会(臨床試験部会)にて審議され学長の許可を得て実施しております。
  
[研究課題名]      
聖マリアンナ医科大学病院における病原微生物の疫学研究
  
[研究の背景]  
感染症は、ウイルス、真菌、細菌、寄生虫と様々な病原微生物が原因となり発症します。いずれも重症化する場合があり、人から人へ感染を起こししばしば院内で次から次へと患者さん間で感染がおこる“クラスター”が発生する場合があります。クラスターが生じると患者さんの入院期間の延長や検査・治療の遅れに繋がり、医療資源・患者さんの健康の大きな損失となります。本研究では、2005年１月1日から2026年4月10日までの期間で病原微生物が検出された方・感染症治療の対象となった方を対象として、診断方法と実施した検査結果、患者背景、臨床経過、治療薬の選択を解析します。感染症の疫学データを集積し今後の感染対策へ活用することを目的としています。  
[研究の方法]   
●対象となる患者さん：  
 2005年1月1日　～　2026年5月1日に病原微生物が検出された患者さんを対象としています。  
●研究期間：   承認後   ～2029年 ３ 月 31 日まで  
●電子カルテからの抽出項目：
年齢、性別、基礎疾患、感染巣、使用抗菌薬・抗ウイルス薬投与歴、感染成立から発症までの潜伏期間、臨床症状、体温、心拍数、呼吸数、血圧、酸素飽和度、尿一般検査、血液一般検査、T-Bill、AST、ALT、γ―GTP、ALP、CRP、プレセプシン、プロカルシトニン、病原微生物の核酸増幅検査、培養検査と感染症関連抗体、画像検査結果を収集します。
　 なお、病原微生物の核酸増幅検査、培養検査の結果は細菌検査室のデータバンクとして院サーバー内に保管されています。そのため電子カルテ端末よりアクセス可能です。具体的には電子カルテにログイン後に電子カルテシステム内にある感染管理システムCLINILAN　IC3より菌名と検索期間を入力することで、該当期間に入力した原因微生物が検出され患者さんのID、検体の種類、分離され日時、薬剤感受性の確認が可能です。

  


第 0.１版  西暦 2026年04月10 日  
●実施責任者：國島広之	聖マリアンナ医科大学	感染症学講座　主任教授
●研究分担者：高野 知憲　　聖マリアンナ医科大学　感染症学講座　　講師*個人情報管理者
　　　 賀来 満夫        	聖マリアンナ医科大学　感染症学講座　　特任教授
　　大栁 忠智　　　	聖マリアンナ医科大学　臨床検査部　　　臨床検査技師
　　相葉 裕幸　　  	聖マリアンナ医科大学　小児科学　　助教
　　小野 裕太	　　	聖マリアンナ医科大学病院　感染制御部　看護師　
伊豆元 なつき　	聖マリアンナ医科大学病院　感染制御部　看護師
竹村 弘		聖マリアンナ医科大学　微生物学	主任教授
中谷 佳子		聖マリアンナ医科大学病院　感染制御部　　師長
井上　篤　		聖マリアンナ医科大学病院　感染制御部　　　看護師
山口 哲央　　	聖マリアンナ医科大学　微生物学	准教授
大神田 敬　　 	聖マリアンナ医科大学　微生物学	講師
越川　拓郎　　	聖マリアンナ医科大学　微生物学	助教
藤谷　茂樹　　  	聖マリアンナ医科大学　救急医学　主任教授
山澤　隼　　　	聖マリアンナ医科大学病院　診療看護師技術部　看護師	
[個人情報の取扱い] 
この研究では個人を特定できるような情報は登録されません。
この研究に関わって取得される資料・情報等は、外部に漏えいすることのないよう、慎重に取り扱います。
  
[研究結果の公表について]
　   	 研究結果は、医学研究雑誌や学会等で発表される予定です。
　   	 その場合も、個人を特定できる情報は含まれませんのでご安心ください。


[問い合わせ先]     
●当院における責任医師     
感染症学講座   主任教授　國島　広之  
〒216-8511  
神奈川県川崎市宮前区菅生 2-16-1  
Tel: 044-977-8111  内線(3429) 
[bookmark: _Hlk134802695]受付時間：平日10:00～18:00


